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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第44期

第１四半期連結累計(会計)期間
第43期

会計期間
自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日

自　平成20年３月１日
至　平成21年２月28日

売上高 (千円) 29,070,153 117,472,303

経常利益 (千円) 1,617,910 5,128,438

四半期(当期)純利益 (千円) 710,872 2,162,694

純資産額 (千円) 33,938,923 33,069,168

総資産額 (千円) 56,324,007 50,721,080

１株当たり純資産額 (円) 957.11 930.42

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 22.07 67.13

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 54.7 59.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,017,225 5,046,177

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △844,383 △2,272,155

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,780,213 186,086

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 10,570,617 8,590,939

従業員数 (名) 1,247 1,124

(注)　１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

なお、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記載のとおりであります。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業の内容
議決権の所有
割合（％）

関係内容

（連結子会社) 　 　 　 　 　

九州相模ハム株式会社 熊本県熊本市 194,450
食肉及び食肉加工品
の製造販売

100.0

当社製品・商品の販売
を行っている。
役員の兼任（１名）及
び資金の貸付あり。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年５月31日現在

従業員数(名) 1,247（1,097）

(注) １  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

４　当第１四半期連結会計期間において、従業員数が123名増加しておりますが、主として定期の新規採用及び九州

相模ハム株式会社を連結子会社化したことによるものであります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年５月31日現在

従業員数(名) 556（116）

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員数の年間平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

４　当第１四半期会計期間において、従業員数が55名増加しておりますが、主として定期の新規採用によるもので

あります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
　

品目別 生産数量(トン)

食肉加工品 13,439

加工調理食品・惣菜 3,561

ソース・調味料 342

合計 17,344

(注) 国産牛肉の加工は、枝肉を部位別に分割する加工であるため生産実績に含めておりません。

　

(2) 受注状況

当社グループは受注生産を行っておりません。

　

(3) 販売実績

　

事業別 販売高(千円)

輸入牛肉 5,452,880

国産牛肉 6,580,332

豚肉その他 2,693,704

卸売事業計 14,726,917

食肉加工品 6,173,334

加工調理食品・惣菜 1,615,006

ソース・調味料 42,944

製品事業計 7,831,286

小売事業 5,284,885

外食事業 1,187,740

小売・外食事業計 6,472,626

その他の事業 39,322

その他の事業計 39,322

合計 29,070,153

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績等の概要

当第１四半期連結会計期間（平成21年３月１日～平成21年５月31日）におけるわが国の経済は、昨年後

半からの景気後退の影を引きずり、先行き不安も相まって回復の糸口がつかめない状況で推移いたしまし

た。このような経営環境のもと、当社グループは消費者の皆さまに安心して召し上がっていただける食肉食

品を安定的にお届けすることが、我々の最大の社会的使命であると信じ、事業活動を行ってまいりました。

当社グループは主たる事業領域を食肉の[卸売事業]・[製品事業]・[小売・外食事業]の３事業と定めてお

ります。

　食肉の[卸売事業]においては、オリジナルブランド牛肉を中心として、マーケットシェアの拡大と、安定的

収益の確保に努めました。[製品事業]に関しましては、内食回帰の消費動向をとらえ、「こてっちゃん」を

はじめとする春夏製品の配荷件数の増加に注力しました。[小売・外食事業]につきましては、消費動向が不

透明な中、地道な営業活動に努めました。また、グループ経営強化の一環として、九州・中国地方における事

業基盤の拡充を目指し、同地区で堅実な食肉加工・販売事業を行う九州相模ハム株式会社を本年3月31日に

子会社化いたしました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高290億7千万円、営業利益15億9千5百万円、経常利

益16億1千7百万円、四半期純利益7億1千万円となりました。

　事業別の売上高は、[卸売事業]が147億2千6百万円、[製品事業]が78億3千1百万円、[小売・外食事業]が64

億7千2百万円となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて56億2百万円増加し、563億2千4百万

円となりました。これは主に、新規子会社として九州相模ハム株式会社を連結したこと、長期借入により預

金が増加したこと、及び季節変動に伴い売上債権、たな卸資産が増加したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べて47億3千3百万円増加し、223億8千5百万円となりました。これは主に、新

規子会社九州相模ハム株式会社を連結したこと及び長期借入金の増加等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて8億6千9百万円増加し、339億3千8百万円となりました。これは主に、

利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加等によるものであります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは10億1千7百万円の収入で、主な増加要因は税金等調整前四半期純

利益16億1百万円、減価償却費2億7千9百万円、のれん償却額1億5千8百万円及び仕入債務の増加17億1千6百

万円であります。一方、主な減少要因は売上債権の増加5億3千8百万円、たな卸資産の増加8億2千2百万円、法

人税等の支払額13億8千3百万円であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは8億4千4百万円の支出で、支出の主なものは有形固定資産の取得に

よる支出4億5千3百万円であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは17億8千万円の収入で、主な増加要因は長期借入れによる収入24億4

千8百万円であります。主な減少要因は配当金の支払額3億3千8百万円、短期借入金の純減少額1億6千2百万

円であります。

　以上により、当第1四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より19億7千9百万円

増加し、105億7千万円となりました。
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（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は18百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、株式の取得により九州相模ハム株式会社が連結子会社となった

ため、以下の設備が主要な設備となりました。

　

（国内子会社）

会社名
事業所名

(所在地)

事業の

名称

設備の

内容

帳簿価額（千円） 従業

員数

（名）
建物及び

構築物

土地

(面積㎡)
その他 合計

九州相模ハム

株式会社

本社

(熊本県熊本市)他

卸売及び製品

事業

食肉加工品製

造設備
417,707

620,866
77,3411,115,916

66

(19,343.64) (95)

（注）従業員の欄の(外書)は臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間

末現在発行数(株)

(平成21年５月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成21年７月15日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 32,267,72132,267,721

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

500株

計 32,267,72132,267,721― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年３月１日～

平成21年５月31日
─ 32,267,721 ─ 4,298,354 ─ 11,881,796

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大量保有報告書等の写しの送付がないため、大株主の異動は把握して

おりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年２月28日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
53,000

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式
32,029,000

64,058 ─

単元未満株式
普通株式
185,721

― ─

発行済株式総数 32,267,721― ―

総株主の議決権 ― 64,058 ―

(注)　１　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が220株含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式50株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株数)
エスフーズ株式会社

兵庫県西宮市鳴尾浜１丁
目22番13

53,000 ─ 53,000 0.16

計 ― 53,000 ─ 53,000 0.16

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
３月 ４月 ５月

最高(円) 835 811 769

最低(円) 748 738 730

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）については、「財務諸

表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令

第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用し

ております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当連結会計年度の第１四半期連結累計期間

(平成21年３月１日から平成21年５月31日まで)の四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四

半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※1
 11,259,191

※1
 9,281,913

受取手形及び売掛金 11,990,363 10,953,304

有価証券 79,604 77,936

たな卸資産 － 6,195,979

商品及び製品 5,193,984 －

仕掛品 1,334,165 －

原材料及び貯蔵品 714,345 －

その他 1,069,764 1,095,508

貸倒引当金 △150,575 △158,539

流動資産合計 31,490,845 27,446,102

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 14,239,900 12,950,942

減価償却累計額 △8,237,854 △7,352,607

建物及び構築物（純額） ※1
 6,002,046

※1
 5,598,334

土地 ※1
 6,719,467

※1
 6,222,901

その他 11,311,962 10,746,513

減価償却累計額 △9,180,084 △8,739,482

その他（純額） ※1
 2,131,877

※1
 2,007,031

減損損失累計額 △633,186 △633,186

有形固定資産合計 14,220,204 13,195,080

無形固定資産

のれん 1,432,753 1,591,429

その他 150,143 157,255

無形固定資産合計 1,582,897 1,748,684

投資その他の資産

投資有価証券 ※1
 5,207,043

※1
 4,527,535

その他 4,130,322 4,091,281

貸倒引当金 △307,305 △287,605

投資その他の資産合計 9,030,060 8,331,212

固定資産合計 24,833,162 23,274,977

資産合計 56,324,007 50,721,080
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,340,327 7,373,115

短期借入金 3,261,850 3,145,000

未払法人税等 866,673 1,427,695

賞与引当金 708,596 519,945

その他 2,846,382 2,539,763

流動負債合計 17,023,830 15,005,520

固定負債

社債 17,000 34,000

長期借入金 2,853,264 651,270

退職給付引当金 574,099 481,659

役員退職慰労引当金 335,464 332,870

その他 1,581,426 1,146,591

固定負債合計 5,361,254 2,646,391

負債合計 22,385,084 17,651,911

純資産の部

株主資本

資本金 4,298,354 4,298,354

資本剰余金 11,952,550 11,952,550

利益剰余金 15,866,391 15,509,880

自己株式 △42,302 △40,874

株主資本合計 32,074,993 31,719,910

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,055,514 △1,469,248

繰延ヘッジ損益 △6,523 △1,358

為替換算調整勘定 △181,701 △276,236

評価・換算差額等合計 △1,243,738 △1,746,843

少数株主持分 3,107,668 3,096,101

純資産合計 33,938,923 33,069,168

負債純資産合計 56,324,007 50,721,080
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

売上高 29,070,153

売上原価 23,143,971

売上総利益 5,926,182

販売費及び一般管理費 ※1
 4,331,153

営業利益 1,595,028

営業外収益

受取利息 4,414

受取配当金 3,720

負ののれん償却額 9,904

協賛金収入 31,456

その他 52,954

営業外収益合計 102,450

営業外費用

支払利息 17,974

持分法による投資損失 21,265

シンジケートローン手数料 20,500

その他 19,826

営業外費用合計 79,567

経常利益 1,617,910

特別利益

貸倒引当金戻入額 18,305

その他 8,768

特別利益合計 27,074

特別損失

固定資産処分損 12,593

投資有価証券評価損 10,773

店舗閉鎖損失 18,309

その他 1,369

特別損失合計 43,045

税金等調整前四半期純利益 1,601,939

法人税等 814,105

少数株主利益 76,960

四半期純利益 710,872
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,601,939

減価償却費 279,170

のれん償却額 158,676

負ののれん償却額 △9,904

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,331

受取利息及び受取配当金 △8,134

売上債権の増減額（△は増加） △538,513

たな卸資産の増減額（△は増加） △822,594

仕入債務の増減額（△は減少） 1,716,779

その他 25,886

小計 2,406,637

利息及び配当金の受取額 7,746

利息の支払額 △13,866

法人税等の支払額 △1,383,292

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,017,225

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △453,175

無形固定資産の取得による支出 △4,629

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

296,239

短期貸付けによる支出 △600,000

その他 △82,817

投資活動によるキャッシュ・フロー △844,383

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △162,670

長期借入れによる収入 2,448,900

長期借入金の返済による支出 △83,732

配当金の支払額 △338,031

少数株主への配当金の支払額 △65,687

その他 △18,565

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,780,213

現金及び現金同等物に係る換算差額 26,622

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,979,677

現金及び現金同等物の期首残高 8,590,939

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 10,570,617
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

１　連結の範囲に関する事項の変更

（1）連結の範囲の変更

当第１四半期連結会計期間から、全株式を取得し子会社化した九州相模ハム株式会社を連結の範囲に含めて

おります。

（2）変更後の連結子会社の数

　　　19社

２　会計処理基準に関する事項の変更

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を当第１

四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法または低価法から原価法(収益性の低下による簿価

切下げの方法)に変更しております。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益が56,583千円それぞれ減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

（2）リース取引に関する会計基準等の適用

　「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業会

計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月18日　最

終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を当第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有

権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買

取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法によっ

ております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　これに伴う損益に与える影響は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含め

て表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末
(平成21年２月28日)

※１　担保資産

　担保に供されている資産について、事業の運営にお

いて重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められるものは、次のとお

りであります。

定期預金 44,798千円

建物及び構築物 1,238,746千円

その他 1,343千円

土地 1,858,177千円

投資有価証券 531,044千円

計 3,674,110千円

※１　担保資産

　

 

 

　 　

　 　

定期預金 44,763千円

建物 851,289千円

土地 1,318,709千円

計 2,214,762千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
第１四半期連結累計期間

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

　　給与手当 1,123,466千円

　　賞与引当金繰入額 213,587千円

　　貸倒引当金繰入額 21,805千円

　　役員退職慰労引当金繰入額 6,703千円

　　役員賞与引当金繰入額 5,250千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 11,259,191千円

預入期間が３か月超の定期預金 △688,574千円

現金及び現金同等物 10,570,617千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年５月31日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　

至　平成21年５月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 32,267,721

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 54,879

　

３　新株予約権等に関する事項
　

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月22日
定時株主総会

普通株式 354,361 11平成21年２月28日 平成21年５月25日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの
　
　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が会計基準適用開始前のものに
ついては通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間
末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載してお
りません。
　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい
変動がありません。
　

(デリバティブ取引関係)

当社グループの行っておりますデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なもので
はありません。
　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　当社企業グループは主として肉製品及び生肉加工品の製造、販売ならびに生肉の販売という区分に属

する事業を行っており、また、市場及び販売方法等についても類似しております。

　また、その他の事業については金額が少額のため事業の種類別セグメント情報の開示を省略しており

ます。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　

　
日本
(千円)

アメリカ合衆国
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

28,301,299768,85329,070,153 ― 29,070,153

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

5,719 163,092 168,811(168,811) ―

計 28,307,019931,94529,238,965(168,811)29,070,153

営業利益 1,482,093118,6431,600,736(5,708)1,595,028

(注)　会計処理基準に関する事項の変更

(棚卸資産の評価に関する会計基準の適用)

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の「２　会計処理基準に関する事項の変

更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間から評価基準については、原価法または低価法から原価法(収益性の

低下による簿価切下げの方法)に変更しております。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益が56,583千円それぞれ減少しております。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末
(平成21年２月28日)

　 　

　 957.11 円
　

　 　

　 930.42 円
　

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
（平成21年５月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

純資産の部の合計額（千円） 33,938,923 33,069,168

普通株式に係る純資産額（千円） 30,831,254 29,973,067

差額の主な内訳（千円） 　 　

　少数株主持分 3,107,668 3,096,101

普通株式の発行済株式数（株） 32,267,721 32,267,721

普通株式の自己株式数（株） 54,879 53,050

１株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数（株）
32,212,842 32,214,671

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第１四半期連結累計期間
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

１株当たり四半期純利益  22.07 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 710,872

普通株式に係る四半期純利益(千円) 710,872

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 32,213,424
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(重要な後発事象)

自己株式の取得及び自己株式の公開買付け

平成21年６月１日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条第１項及び当社定款の規定に基づき、自己株式の取得及びその具体的な取得方法として

自己株式の公開買付けを行うことを決議いたしました。

　

Ⅰ　自己株式の取得

１．自己株式の取得を行う理由

当社は、経営環境の変化等に対応した機動的な資本政策を可能とすることを目的として、自己株式の

取得を行うものであります。

２．取得の内容

　（1）　取得対象株式の種類 　 当社普通株式
　（2）　取得しうる株式の総数 　 4,300,000株を上限とする。
　　 　 （発行済株式総数に対する割合　13.33％）
　（3）　株式の取得価額の総額 　 3,100,000千円を上限とする。
　（4）　株式の取得期間 　 平成21年６月２日から平成21年７月31日まで

　

Ⅱ　自己株式の公開買付け

１．買付け等の期間

①買付け等の期間

　　　平成21年６月２日（火曜日）から平成21年６月29日（月曜日）まで（20営業日）

②公開買付開始公告日　　　　平成21年６月２日（火曜日）

２．買付け等の価格　　　　　１株につき　金　700円

３．買付け等の価格の算定根拠等

平成21年６月１日開催の取締役会において、本公開買付けを決議した取締役会開催日の直近の株価

と過去の自己株式の公開買付けの実例を踏まえて、本公開買付けの取締役会決議日の前営業日までの

過去２週間（平成21年５月18日から平成21年５月29日まで）の株式会社東京証券取引所における当社

普通株式の終値平均749円（円未満四捨五入）に対して７％のディスカウントとなる700円（10円未満

四捨五入）を本公開買付価格とすることを決定いたしました。

４．買付予定の株券等の数

　　　　普通株式　　　4,200,000株

５．買付け等に要する資金

2,958,000千円

（注）買付予定数（4,200,000株）を全て買付けた場合の買付代金に、買付手数料及びその他費用（公

開買付けに関する公告に要する費用及び公開買付説明書その他必要書類の印刷費用等の諸費用）の見

積額を合計したものです。

６．決済の方法及び開始日

①買付け等の決済をする金融商品取引業者・銀行等の名称及び本店の所在地

　大和証券エスエムビーシー株式会社　　東京都千代田区丸の内一丁目９番１号

　復代理人を通じて応募された場合は、下記の復代理人を通じて決済をいたします。

　大和証券株式会社　　　　　　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目９番１号

②決済の開始日　　　平成21年７月６日（月曜日）

　

Ⅲ　公開買付の結果

応募株券等の数の合計が買付予定数（4,200,000株）を超えなかったため、応募株券等の全部

（4,200,000株）の買付けを行いました。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月15日

エスフーズ株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　松　　井　　隆　　雄　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　米　　沢　　　　　顕　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　林　　礼　　治　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエス

フーズ株式会社の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間

（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エスフーズ株式会社及び連結子会社の平成21

年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は平成21年６月１日開催の取締役会において、

自己株式の取得及び自己株式の公開買付けを行うことを決議し、自己株式を取得している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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